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令和４年９月３０日（金）

広島県 医療介護基盤課

「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま」認証制度

~プラチナ認証法人交流会～
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～本日お話しすること～

認証制度について

プラチナ法人に関すること

認証法人応援の取組について

認証制度の更なる普及促進に向けて
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「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま」認証制度とは

働きやすい職場づくりや人材育成，サービスの質の向上等に向けた取組が
一定の水準を満たす福祉・介護サービス関連法人を優良法人として認証
し，公表する制度

厚生労働省も推進しており，現在，30都府県で実施（R4.4.1現在）
⇒広島県は平成27年度から実施，関係団体等と共に認証制度の普及
促進に取り組んでいる。

法人による自発的な取組を推進しながら，その取組を「見える化」して求
職者に分かりやすく示し，地域全体で福祉・介護人材の確保・定着を
図っていく。
⇒優良法人と求職者との接点を増やして人材確保を図る仕組み
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県における認証制度の位置づけ

「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま」制度の認証法人数を県のアク
ションプランのKPIに設定

項 目
現状値
（R4.8)

R４ R５ R６ R７

魅力ある福祉・介護の職場
宣言ひろしま認証数(累計)

307法人 546法人 680法人 814法人 950法人

■数値目標≪アクションプランKPI≫

◆県議会も高い関心
R3.12定例会の一般質問で，認証制度の推進による，福祉・介護職場の魅力向上に
向けた今後の取組について知事の所見を問われた。

令和7年度までに全対象法人約1,500法人の6割の取得(950法人)を目指す
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認証制度が目指すところ

多くの法人が働きやすい職場づくりに取り組むことで，
業界全体のレベルアップを促進

⇒介護業界のイメージアップ(ブランディング)による人材の確保
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認証法人の種類

「スタンダード認証法人」
働きやすさやサービスの質等，広島県の福祉・介護業界として定めた水
準をクリアした法人

「プラチナ認証法人」
離職率が低く，職員が安心して長く働き続けられるよう積極的に取り組ん
でいる介護業界のトップランナー法人

令和元年度に認証制度をリニューアル

⇒スタンダード認証とプラチナ認証の２段階方式に変更
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認証法人数の推移
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認証法人数の推移

スタンダード プラチナ

項 目 H29 H30 R元 R２ R３
R４

(8/1現在)

魅力ある福祉・介護の職場
宣言ひろしま認証数(累計)

93法人 111法人
144法人
(25法人)

210法人
(38法人)

288法人
(37法人)

307法人
(39法人)

≪認証法人数の推移≫

（下段はプラチナ法人数）
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プラチナ法人の役割

プラチナ法人は介護業界を牽引するリーダー
⇒認証法人307法人のうちプラチナ法人は39法人（8/1現在）

プラチナ
法人

スタンダード法人
（268法人）

未取得法人（約1200法人）

←39法人
（12.7％）

 スタンダード法人として2年以上の実績
 プラチナ認証基準をクリア
⇒スタンダード認証基準を上回る高い
レベルを要求

認証審査会での厳正な審査
⇒社会保険労務士による実地確認
とヒアリングを事前実施

「プラチナ法人になるには・・・」
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プラチナ法人は離職率が低い

≪介護職員の離職率≫
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全国 広島県 プラチナ法人

項 目 R１ R２ R３

広島県全体の離職率 15.4% 11.8% 13.7%

プラチナ法人の離職率 7.2% 7.3% 6.8%

■プラチナ認証基準の離職率基準値

過去3年間の県全体離職率の平均値

からマイナス3％以下であること。
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プラチナ法人に期待されること

■介護業界のトップランナーとして

・トップランナーであり続ける

⇒働きやすい職場づくりに向けて絶えず見直しと改善を

・新たな取組に進んで挑戦

⇒ICT・介護ロボットの積極的な導入など（県の補助金あり）

■介護業界を牽引するリーダーとして

・プラチナ法人の職員としての自覚とプライドを

⇒全職員に対する周知の徹底

・利用者にとっても地域にとっても良い法人に

⇒サービスの質の向上，地域貢献

優良法人の「ロールモデル」に
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認証法人応援の取組～福祉・介護業界の魅力発信～

福祉・介護情報誌 「Gentle」 ブランディングポスター
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認証法人応援の取組 ～認証法人の積極的なPR～

ふくしかいごネットひろしま・県ＨＰ認証法人のロゴマーク
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認証法人応援の取組 ～優先的な機会提供～

オンライン就職フェア

認証法人応援研修

無料職業紹介での優先紹介

令和４年度経営者・管理職対象
セミナーのオンライン配信
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認証法人応援の取組 ～今後の予定～

新たなテレビ番組の企画・放送やイベントの開催を通じて，引き続き認証
法人を積極的にＰＲしていく

■テレビ広報番組 「ナオキング調査団～特別編～」

日時：令和４年11月26日（土）12:00～12:30 TSSテレビ新広島

中学生が「福祉・介護の魅力を学ぶ」内容となっています。

■「介護の学校」イベントの開催

日時：令和４年11月20日（日）13:00～17:00

場所：トリニティカレッジ医療福祉専門学校

「カイゴのガッコウ」公式インスタグラムにて情報発信中❣ QRコード

アカウント名 @hiroshima_kaigood

■その他

アドバイザーによる職場環境改善の支援，プラチナ認証法人交流会の継続開催 など

＠hiroshima_kaigood

Instagram
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認証制度の更なる普及促進に向けて

そのために取り組むべきことは･･･

働きやすい職場づくりに向けた継続的な見直し・改善

（職員参画による職場改善や人材育成の取組の継続的な推進）

⇒職員の職場満足度アップによる定着率の向上

優良法人としてプラチナ法人を求職者に積極的にＰＲ

（様々な広報媒体を活用したＰＲ,ハローワークや養成校等との連携 など）

⇒働きやすい法人としてのイメージや認知度の向上により選ばれる法人に

プラチナ法人の成功例を見て認証制度への理解・関心度が高まる

プラチナ法人の人材確保・定着に繋げることが普及促進のカギ
⇒認証制度の成功事例としてのロールモデルになれるか
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おわりに

プラチナ法人は，広島県の介護業界における横綱に

目指すは職員よし，利用者よし，法人よしの

「三方よし」

介護業界を他産業に負けない選ばれる業界に！



ご清聴ありがとうございました



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/


